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午前１０時０４分開会 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、皆さん、おそ

ろいのようですので、ただいまから総務分科会を開

会いたします。 

 それでは、引き続きご苦労さまですけども、何と

ぞ慎重審議、よろしくお願いいたします。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上のフォル

ダー、ホーム、総務委員会、総務２０２６０２０５

が本日の委員会のフォルダーですので、そこに本日

の委員会の資料を配信しております。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては、要点を押さえ、簡潔明瞭に

行っていただきまして、スムーズな議事進行にご協

力をお願いいたします。 

 なお、分科会での発言は、分科会長の指名の後、

マイクを使用して課名と名字を名のってから行っ

ていただきますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、これより３の協議事項、（１）分担案

件の審査について、ア、分科会審査に入ります。 

 報告第１号、専決処分したものの承認を求めるこ

とについて、専決第１号、令和７年度豊岡市一般会

計補正予算（第８号）を議題といたします。 

 当局の説明は、歳出、歳入等の順に一気に説明を

お願いします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、当局より説明願います。 

 選管事務局、お願いします。 

○選管監査事務局長（中奥  実） では、議案書の

５ページをご覧ください。専決第１号、令和７年度

一般会計補正予算（第８号）です。 

 本案につきましては、地方自治法の規定により、

議会を招集する時間的余裕がないということで、１

月１９日付で専決処分したものです。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ５，８７５万５，０

００円を追加し、総額を５４６億８，６６９万３，

０００円としたものです。 

 本補正予算の概要ですが、衆議院議員総選挙に要

する経費となります。 

 歳出は、１６、１７ページをご覧ください。 

 １７ページ、説明欄の上から１０行目、消耗品費

は、ポスター掲示板資材が主なものとなります。そ

の５行下、通信運搬費は、入場整理券の郵便料、５

行下、業務委託料は、入場整理券作成業務などが主

なものとなります。 

 歳入については、戻っていただき、１４ページ、

１５ページをご覧ください。 

 県支出金の衆議院議員選挙事務委託金となりま

す。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 先ほど本会議のほうで、この

委員会で質疑できる場がないんかなと思って、先走

りましたけど、先ほどお聞きしたことのほかのこと

ですけど、１月２２日に私らにはメール配信で繰上

げという連絡が来て、その後にすぐ、アンケートの

結果というのも送られてきまして、この繰上げにつ

いてアンケート取られたんですね。それで、最初の

繰上げの通知に関しては、大雪の中、職員の安全を

考慮するような意味合いだったと思ってるんです

けど、このアンケートの結果は、もう多くの方が繰

上げに賛成しているような数字があったと思うん

ですよ。今回のは、通知には、そうしたアンケート

の結果を踏まえてということではない通知ですよ

ね。だから、直後に、このアンケートの結果が出さ

れて、これも踏まえて繰り上げしたんかなと思える

ようなことでしたが、その辺、いかがでしょう。 

○分科会長（芹澤 正志） 中奥局長。 

○選管監査事務局長（中奥  実） アンケートにつ

きましては、９月末に全市内の区長さん宛てにアン

ケートを取らせてもらって、その結果が出たという

ことで、議員の皆さんにはお知らせさせていただき

ました。今回の衆議院議員選挙につきましては、真

冬の選挙ということで、そのアンケート結果は、そ

ういう声があると、賛成多数があるんだというので、
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選挙管理委員会としては、今後の選挙について、繰

上げをするかどうかという検討をします、検討材料

の一つで、こういうアンケート結果が出ましたとい

うことでご報告させてもらいました。この衆議院議

員選挙については、今回、この冬場の、真冬の選挙

ということで、投票缶の無事な運搬等を含めまして、

今回に限り、２時間繰り上げさせてもらったという

ことになります。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 通知だけ見れば、今回だけ、

もう特別なことだというふうに取れるし、その後に

送られてきたアンケートを見ると、これからもずっ

と繰り上げていくんではないかというふうに取れ

たわけでして、いずれにせよ、今回の選挙、２月８

日投票、誰が悪いんですか、ちょっとあれですけど、

何でこんな超短期なんか、別に当局、全く悪くない

と思うんですけど、要は１月２０に通知で、１回、

新聞折り込みか何かで、２月８日６時までですいう

のは見ましたけど、あれ、誰もが見てない中で、あ

まりにも突然な繰上げ、時間の繰上げが突然であっ

て、多くの人、知らないという問題が今回はもう表

れる選挙になるんじゃないかということを危惧し

ております。もう今さら、この段になって、対応い

ったって、なかなか難しいことではあると思います

けど、そういうことを思っております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○分科会長（芹澤 正志） 米田委員。 

○委員（米田 達也） １８時で締切りということな

んですけど、例えば今度の日曜日、雪予報になって

て、大雪になる可能性があると言われてますよね。

その場合、例えば警報級だったりとか、物すごい降

雪があったとか、さらに繰り上げて１６時になった

りとかっていうこともあり得るんですかね。 

○分科会長（芹澤 正志） 中奥局長。 

○選管監査事務局長（中奥  実） 本当の場合によ

れば、起き得るかも分からないですけども、以前も

台風の関係で４時に繰り上げてということがあり

ました。もうそういうことで、災害級の対応が必要

になれば、繰上げ、もうちょっと繰上げというのも

考えていかなくてはならないかとは考えておりま

す。 

○分科会長（芹澤 正志） 米田委員。 

○委員（米田 達也） まあ、ほかのことはちょっと

関係ないんで。 

○分科会長（芹澤 正志） そうですね。急なことで

すので、早い周知と早い決断でよろしくお願いしま

す。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 予算の中に、入場券の発送の

分もあると思うんですけど、昨日ちょっと問合せが

あって、期日前投票行っちゃった人の後にあれが来

ましたと。その方、ちょっと高齢の方で、認知症ま

でにはいかないんですけど、まだらぼけみたいな感

じがあって、例えばそれをまた持って、当日持って

いったときには、ちゃんとはされてると思うんです

けど、今回、本当に特殊な異例な急な選挙で、印刷

も遅れてしまったということで、そういったことを

確実に、それはもうしっかり大丈夫なのかというこ

と、まず、１点、お願いします。 

○分科会長（芹澤 正志） 中奥局長。 

○選管監査事務局長（中奥  実） データで処理を

しておりますので、もう既に投票来られた方につい

ては、投票済みというデータが残っております。た

だ、国民審査のほうが投票できるのが２月１日から

ということになりますんで、それ以前に来られた方

については、投票券持ってきていただいたら、国民

審査のみできるということで、二重登録にならない

ようにデータ管理のほうはしております。 

○分科会長（芹澤 正志） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） その方が心配してたのは、期

日前行ったんだけど、それがちゃんと反映されてる

んかどうかというのが気になるのと、それ、持って

いったときに、もう一回投票、もしできちゃったり

とかしたら、混乱が、二重のあれになっちゃうんじ

ゃないかなというのと、今分かりましたけど、持っ

ていったら、国民審査だけできるということですね。 
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○選管監査事務局長（中奥  実） 国民審査、はい。 

○委員（竹中  理） だけできる。分かりました。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

 それでは、賛否の確認をいたします。 

 本件について、賛成とする方は挙手をお願いいた

します。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（芹澤 正志） 全員賛成と認めます。 

 第１号議案の令和７年度豊岡市一般会計補正予

算（第９号）を議題といたします。 

 第１号議案中、当分科会に審査を分担されました

のは、所管事項に係る歳入歳出予算補正、債務負担

行為補正及び地方債補正についてであります。 

 当局の説明は、まず財政課から全体概要を含めて

説明を、その後、担当課から歳出、歳入等の順に一

気に説明お願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、順次説明願います。 

 財政課長。 

○財政課長（長谷川幹人） １９ページをご覧くださ

い。１９ページです。第１号議案、令和７年度一般

会計補正予算（第９号）でございます。 

 第１条で歳入歳出それぞれ１６億９，５２６万１，

０００円を追加しまして、総額を５６３億８，１９

５万４，０００円とするものでございます。第２条

で繰越明許費の追加を、第３条で地方債の変更を行

っております。 

 本補正予算の概要ですが、昨年の１２月の１６日

に強い経済を実現する総合経済対策の国の補正予

算が成立をしたということになります。このうち、

直ちに対応が必要と思われますプレミアム付商品

券、水道料金の基本料金の無償化、子育て応援手当

などについては、１２月議会でもう既に提案しまし

て、議決をいただいているところでございます。今

回提案する経済対策事業も、本市に交付される地方

創生臨時交付金、これは総額１０．５億円です。１

０．５億円の地方創生臨時交付金を活用しまして、

介護、障害福祉サービス事業者への一時支援金の支

給、農林水産事業者や中小企業者の機器等の導入経

費の一部支援、市民の省エネ家電買換え支援などを

行います。 

 なお、医療機関等への一時支援金につきましては、

県の制度と重複するということが判明しましたの

で、市の支給は取りやめ、計上している予算の執行

を停止した上で、３月補正予算で減額することとし

ております。 

 また、ほかに、国の補助金を活用した避難所への

災害用簡易トイレなどの充実、基盤整備促進事業の

圃場整備や農道橋の耐震化、地籍調査、小学校の屋

内運動場への空調設備の設置などを行うものでご

ざいます。 

 さらに、その他の一般事業としまして、ふるさと

納税の増収分、約４億３，０００万円程度の返礼品

や基金の積立て、大雪に伴う市道の除雪経費の増額

を計上しているといったところでございます。 

 財源としましては、国県支出金、ふるさと納税、

市債などのほか、一般財源には国の経済対策として

再算定されました普通交付税、そのうち、臨時経済

対策費として４億円がさらに再算定をされている

ということになります。その他、特別交付税を充て

てるといったことでございます。 

 続きまして、財政課所管分の説明です。３６ペー

ジ、３７ページをご覧ください。 

 ２款総務費の説明欄、２段目の基金管理費でして、

その下の市債管理基金積立金８，２４１万４，００

０円につきましては、２０２６年度、２０２７年度

における臨時財政対策債の元利償還金の一部を積

み立てるものでございます。その経費につきまして

は、普通交付税の再算定で措置されるといったこと

でございます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、危機管理課、ど

うぞ。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 私からは、危機管理

課の所管分を説明させていただきます。 

 まず、歳出からご説明いたします。４５ページを
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お開きください。 

 下から３つ目の区分のところになりますけれど

も、災害対策費の備品購入費で、避難所充実事業費

として１，３７５万円を計上しております。こちら

は、国の総合経済対策事業の地域未来交付金を活用

しまして、指定避難所で使用する災害用の簡易トイ

レと、その災害用簡易トイレを囲う要配慮者対応の

テントを併せて購入するものです。購入後は、各コ

ミュニティセンターに配備しまして、防災啓発の展

示ですとか、また、各地域での防災訓練などでも活

用していただくことを検討しております。 

 次に、歳入です。３１ページをお開きください。 

 下から２つ目の区分で、国庫支出金の国庫補助金、

地域未来交付金となります。歳出で説明いたしまし

た購入物品が国の交付金の対象となり、事業費の２

分の１に当たる６８７万円を計上しております。 

 最後に、２２ページをお開きください。繰越明許

費の補正です。 

 下から２つ目の消防費ですが、交付金の内示が３

月となる見込みであるため、歳出の全額１，３７５

万円を繰越明許費としております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（福田 嗣久） コミセンに配付する１，３７

５万円の詳細、どこにあったんや、ちょっと待って

ね。よろしいですけども、これは、こういったこと

をするのは初めてかいな、簡易トイレみたいなもの

を配付するのは。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 今回、購入する予定

と考えてます簡易トイレについて、自動ラップ式ト

イレといいまして、箱形のもので、足を出して蓋を

開けますと、便座が現れて、そこで用を足せるとい

うしっかりしたトイレなんですけど、こちらにつき

ましては、実は昨年度も同じように国の補正予算で、

このような補助金がありまして、購入して、今年度

に繰り越しして、年度初めに購入手続きをしまして、

年度末に配付する予定としています。予算の都合上、

各コミュニティセンター１基の配備となっており

ます。結構高価なもので、このたびも同じ名目で、

購入の補助として活用できますので、１基では、例

えばジェンダーの視点等を考えますと、男性、女性

と、最低２基の配備が必要であると考えておりまし

て、今年度、もう１基、各コミュニティセンターに

配備していきたいということで、購入年度は来年度、

繰り越ししてからということになるんですけれど

も、昨年度に引き続きとなりました。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員、よろしいです

か。 

○委員（福田 嗣久） 自動ラップ式簡易トイレ、こ

れですな。 

○危機管理課長（松岡 久雄） はい、そうです。 

○委員（福田 嗣久） これは、１基分はもう既に入

ったいうことか。 

○分科会長（芹澤 正志） 課長、どうぞ。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 今年度末に。 

○委員（福田 嗣久） ああ、末に。 

○危機管理課長（松岡 久雄） はい。昨年度の繰越

しで、今年度末に入る予定で、もう発注はかけてお

ります。 

○委員（福田 嗣久） 避難所に対応させるいうこと

は、要するにこの今の補正分で３０基の予定になっ

てるけども、男女分けて、各コミセンに２つずつ置

くと、こういうことですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） はい、そのとおりで

す。 

○委員（福田 嗣久） それから、もう一つのプラス

チック製折り畳み簡易トイレ、もう一つね、写真で

載ってるのが、この自動ラップ式いうやつか。この

詳細案内で載ってる、避難所への。 

○分科会長（芹澤 正志） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） はい、そのとおりで

す。 

○委員（福田 嗣久） そのとおり。 

○危機管理課長（松岡 久雄） はい、そのとおりで
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す。 

○委員（福田 嗣久） もう一つのプラスチック製折

り畳み簡易トイレ６０基、これをちょっと金額、安

そうだけど、これは、要するに各コミセンに２基ず

つ置く予定で６０基いうことか。 

○分科会長（芹澤 正志） 松岡課長。 

○危機管理課長（松岡 久雄） その予定で今考えて

おります。ただ、これからまた内示等を受けてとい

うことになりますので、例えば補助申請とかの手続

の関係で、内容が、例えば数量も含めまして、変わ

る可能性はあります。 

○委員（福田 嗣久） なるほど。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） それで、課長のほうは、一遍

座ったことがあるんか、これで。座ったことはある

のか。 

○分科会長（芹澤 正志） 課長、どうぞ。 

○危機管理課長（松岡 久雄） 私もありますし、部

長も実際座っております。 

○委員（福田 嗣久） 用が足せそうな感じですか。

それは結構です。 

○分科会長（芹澤 正志） よろしいですか。 

 ほか。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） 長谷川課長からプレミアムク

ーポン券のことについてあったんですけど、これっ

て、本来、所管は建設経済になるんかなと思うんで

すけど、いいですか、このプレミアムクーポン券の

ことでも。 

 豊岡って、以前から何％かのプレミアムをつけて、

もともと１万円で１万２，０００円を買ってもらう

とか、今回は８，０００円で１万２，０００円のプ

レミアムという方式だと思うんですけど、もともと

それはなぜ、じゃあ、差額の分の、今回だったら４，

０００円なりを給付型というか、元手なしで、本来、

給付してほしいっていう声も結構あって、豊岡市と

しては、もともとその原資となる８，０００円なり

を買ってもらうことで経済をというふうな趣で言

われとったかと思うんですけど、隣の香美町さんな

んかは、プッシュ型で、もう給付ってされてて、僕

もどっちがいい悪いを言うわけではないんですけ

ど、実態として、そういうもともと８，０００円の

用意をするのがなかなかということで、それだった

ら、プレミアム分の差額を配付、給付という格好に

してもらえないんかという声が結構ありまして、そ

ういう声があるということをちょっとお伝えをし

たかったんで、質問という格好じゃないんですけど、

そういう声があるということを踏まえといてもら

って、次回以降にまた検討の一助にしてもらえたら

なということをお願いしときます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） お願いでよろしいですか。 

○委員（米田 達也） お願いで。 

○分科会長（芹澤 正志） ほか、ございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 私も今の意見は同意見なんで

すけど、ここの委員会で、もし説明していただける

なら、財源構成というのをちょっと教えて、プレミ

アム商品券、もし教えていただけたら、委員会違う

んで、教えていただけたらと思います。 

 それと、もう一つは、今、今日説明された議案そ

のものでなくて、議案の説明資料のほうで書いてあ

る書き方では、地方創生臨時交付金事業と、もう一

つの国の総合経済支援事業と、２つ分けて書いてあ

るじゃないですか。それで、一般紙で、この今回の

補正予算の紹介の際には、国の総合経済対策事業の

費用かな、３回に分けて、この１２月２４日の閉会

日と今回の臨時議会と春に、３回に分けて市は使う

んだというような書き方もあったんですけど、国の

総合経済対策事業いうのは、総額が１０億円ぐらい

でしたっけ、それを３回に分けて使うということで

よろしいでしょうか、その辺を教えてください。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） まず、財源構成と

いうのは、この概要のこのプレミアム商品券の財源

構成ということでよろしいですか。 

○委員（須山 泰一） うん。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） ちょっとお手元、

皆様の補正予算（第９号）の概要のところの４ペー
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ジ、（８）に、ちょっとプレミアム商品券の財源構

成というのがあります。プレミアム商品券につきま

しては、１２月に議決をいただいた分でして、その

ときは臨時交付金を全て充てていました。ただし、

プレミアム商品券のもの、実際に買われない方もお

られますので、そうすると、臨時交付金を満たさな

くなる、返還しなければならないということがあり

ますので、その臨時交付金に一般財源を充てて、も

し購入率が低くても、臨時交付金を返さないように、

ちょっと工夫をさせてもらったといったことにな

ります。その一般財源につきましても、先ほど言い

ましたように、普通交付税の再算定で約４億円ほど、

臨時経済対策費として支給、措置されてますので、

一般財源といえども、その再算定の普通交付税を充

てたということにはしております。ちょっと非常に

難しいですけど。 

 それと、もう１点、先ほどの臨時交付金につきま

しては、約１０．５億円、給付をされているという

ことです。１２月につけて、次、今回、２月と。今、

約２．５億円、３億円ほど、今余分がありますので、

それは春、夏用に活用したいというふうに考えます。

理由としましては、通常、この臨時交付金、４億円

程度の給付なんですけど、今回１０．５億円と非常

に大きい金額でもありますので、一度に使うよりは、

ある程度分けて、その都度、その都度、必要な物価

高騰対策を実施したいといったことで、今回はちょ

っと３回に分けて実施させていただくというのが

実際でございます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そしたら、地方創生臨時交付

金いうのは、どれぐらい、これはあって、全部もう

これで使えてるんでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） ちょっと非常に分

かりにくいんですが、地方創生臨時交付金が１０．

５億円、普通交付税の再算定が４億円、それ以外に

国の経済対策として、ひもつきの使途が限られてる

補助金が出てくるということで、ちょっと分かりに

くいんですけど、そのような仕組みということにな

ります。先ほどこちらのほうの避難所については、

ひもつきの国の経済対策としての補助金、これ以外

につきましては、基本的には臨時交付金を活用した

市独自の政策といったことになります。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。もっと勉強さ

せていただきます。ありがとうございます。 

○分科会長（芹澤 正志） ほか、ございませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 長谷川課長、最初説明をされ

た３７ページの市債管理基金の積立て８，２４１万

４，０００円ですけども、臨時財政対策債用に積む

ちゅうことですな。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） これ、我々もよく、

何でこれをしてるかよく分からないんですけど、過

去、臨時財政対策債というのを借りています。それ

は、交付税で足りない分を臨時財政対策債で発行す

るということになります。その臨時財政対策債とい

うのは、実は１００％交付税算入されるということ

になります。過去借りた分を毎年返していくんです

けど、２０２６、２０２７年度に交付される交付税

相当額を前倒ししてもらうという状況です。前倒し

してもらっても、我々としては、また来年、再来年、

償還しなければならないので、もらったんだけど、

それを積み足して、また２０２６、２０２７に、そ

こに充当していくといいましょうか、繰り入れてい

くということになります。ですので、多分全国の自

治体が、これ、何のための制度かというのは、すご

い意味が……。ちょっと議事録やめてほしいけど、

ちょっと分からない制度だなというのは、多分全国

の財政部局が思っているような案件でございます。

以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そういう指示があるわけです

か。要するに、２０２６年、２７年に返す分を先に

渡すから、積んどきなさいという。 

○分科会長（芹澤 正志） 長谷川部次長。 

○行政管理部次長（長谷川幹人） 一部使ってもいい
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んですよ、資金で使ってもいいですよということも

あるんですけど、ほとんどの自治体が基金に積んで、

来年、再来年に備えていると思っています。以上で

す。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

○分科会長（芹澤 正志） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 それでは、賛否の確認をいたします。 

 本案について、賛成とする方は挙手をお願いしま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（芹澤 正志） 全員賛成と認めます。 

 以上で分科会に分担されました議案に対する審

査は終わりました。 

 ここで、委員の皆さん、当局の皆さんから何かあ

りましたら、ご発言をお願いいたします。 

 ないようですので、ここで、当局の職員の皆さん

は退席していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 それでは、これより、協議事項の意見・要望のま

とめについて、ア、分科会意見・要望のまとめに入

ります。 

 当分科会に審査を分担されました案件の審査は

終了しました。 

 ここで、分科会意見・要望として、予算決算委員

会に報告すべき内容についてご協議いただきたい

と思います。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時３４分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３５分再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、再開いたしま

す。 

 予算決算委員会での分科会長報告についてです

が、内容につきましては、正副分科会長にご一任い

ただきたいと思いますけども、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） ご異議なしと認め、その

ように決定いたしました。 

 これより、４、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんから何かあれば、お願いい

たします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、以上をもちま

して総務分科会を閉会いたします。お疲れさまでし

た。 

午前１０時３５分閉会 

──────────────────── 

 




